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　５年ぶりに、いわきサンシャインマラソンを挙
行できました。　　
　私も、フルマラソンの第１関門（８キロメート
ル付近）まで走りました。多くの感動と歓声が街
全体に広がりました。
　協賛企業、ボランティア、大会関係者など全て
の関係者に御礼を申し上げます。
いわきサンシャインマラソン実行委員会

会長（いわき市長）　内田　広之　

　２月26日に同大会を開催し、市内外から参加した6,204人の
ランナーが市内を力強く駆け抜けました。
　市民やボランティアの皆さんによる応援にたくさんのラン
ナーが笑顔を見せていました。
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。

　同じ陸上クラブで、３連覇を狙う大橋真弥
さん（今大会２位）と接戦の末見事初優勝
　「地元の大会で優勝できて嬉しいです。無
観客の大会が多かったので、久しぶりに声援
を受けて頑張れました」

　レース序盤から抜け出し先頭を譲らず独走
フィニッシュ
　「海の景色が美しい良いコースでした。た
くさんの応援をいただき、心が折れそうに
なったときの力になりました」

５
㎞
女
子（
高
校
生
）優
勝

２
㎞
女
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学
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加
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学
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勝

５
㎞
女
子（
中
学
生
）参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（山形県東根市） （いわき市）

　皆さんのご支援・ご協力により、第14回大会を終了す
ることができました。
　一方、ランナー１人が心肺停止、その後、死亡が確認
されました。心からご冥福をお祈りします。現時点でメ
ディカルランナー等による救急救命措置などは適切だっ
たと判断しますが、実行委員会で改めて検証し、次回以
降、生かすべきことがないか考察したいと思います。
　次回大会も引き続き、ご支援・ご協力をお願いします。

いわきサンシャインマラソン実行委員会事務局

男子総合優勝 蛭田 雄
大さん

女子総合優勝 本間 未
来さん

５
㎞
女
子（
一
般
）参
加

市
民
の
ひ
ろ
ば
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　いわき市議会２月定例会が、２月16日
から３月９日までの22日間の会期で開催
されました。
　議会では、総額3,089億5,738万１千円
に上る本年度の当初予算などが審議され、
70議案が可決されました。その主なもの
を紹介します。

　新型コロナウイルス感染症の基本的
　な感染防止対策の徹底と積極的なワ
　クチン接種への理解と協力をお願い
　「いわき版『骨太の方針』」に基づ
　き各種施策を着実に推進
　内部改革を進め、必要とされる行政
　サービスへの人材と資源を再配分

市
議
会
２
月
定
例
会
を
開
催

市
議
会
２
月
定
例
会
を
開
催

　新年度がスタートしました。入学・就職さ
れた皆さん、おめでとうございます。新しい
景色を探り、挑戦しながら彩りある豊かな１
年になることを祈念します。
　昨年度は、市長として初めて年間を通して
市政を担いました。その中で「いわき市の未
来の青写真」を分かりやすく示す必要性を痛
感しました。長年の課題、例えば若者の都市
部への流出や雇用・産業づくり、学力、特別
支援教育、子育て環境、防災体制、医師不足、

農林水産業の担い手不足、公共交通など…。
これらに立ち向かう青写真を、昨年11月に
「いわき版『骨太の方針』」として示しまし
た。
　私は、こうした青写真を市民の皆さんと共
有しつつ、毎年度の予算と「人の力」で課題
の解決に取り組むことが、未来のいわき市を
創っていくために不可欠だと考えています。
　新年度予算はしっかり措置しました。「人
づくり投資予算」として、教育・子育て・防
災・医療・産業・農林水産などを担う人材育
成のための予算も措置しました。
　本年度もどうぞよろしくお願い申し上げま
す。

こんにちは⑮こんにちは⑮市市長長でですす

新年度がスタート！

いわき市長　内田 広之

いわき版
「骨太の方針」
はこちら

令和５年度当初
予算はこちら

　令和４年度予算の最終的な整理など
（一般会計＝２億8,253万８千円、
　特別会計＝14億3,991万６千円、
　企業会計＝△６億1,666万９千円）
　令和４年度追加補正予算
（国の補正予算などに対応した事業
　＝33億8,995万６千円）
　令和５年度補正予算
（国の補正予算などに対応した事業
　＝△25億5,283万５千円）

市長からの主な行政報告

主な補正予算

　いわき市中山間地域支援基金条例の制定に
　ついて
　中山間地域の維持や活性化を支援するため、
恵み豊かないわきの里山の未来への継承を目
的に基金を設置することから、同条例を制定
しました。

　いわき市行政手続等における情報通信の技
　術の利用に関する条例の改正について
　市民の皆さんの利便性の向上と行政手続き
のオンライン化の一層の推進を図る観点から、
手数料などの納付手続きのオンライン決済を
可能とするため、所要の改正を行いました。

　いわき市市営住宅管理条例の改正について
　配偶者からの暴力を受けた被害者の居住の
安定を図り、その自立を支援するため、優先
入居を認められるＤＶ被害者の対象範囲を拡
大することから、所要の改正を行いました。

主な議案



　本年度の当初予算は、新たに策定した「いわき版『骨太の方針』」の下、中長期的な課題に対し、
全ての分野においてベースとなる「人づくり」を進め、若者から高齢者まであらゆる世代がいわき
に魅力を感じ、いわきを誇りに思うまちを「人づくり」で実現するため、行政資源を課題の解決と
未来への投資に再配分することを基本に編成しました。
　また、構造改革の取り組みを進め、持続可能な行財政運営を構築します。
　これらにより、ふるさといわきを、未来に向かって共に挑戦し、躍動する「人づくり日本一」の
まちにしていきます。

 のまちを目指して のまちを目指して人づくり日本一人づくり日本一
○お問い合わせ　財政課財政経営係　☎22－7420○お問い合わせ　財政課財政経営係　☎22－7420

特
集
特
集
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用語説明用語説明
■市税　市民や法人の皆さんが市に納めるお金
■国庫支出金　特定の目的のために国から交付されるお金
■地方交付税　一定水準の行政サービスを提供するため、国
　から交付されるお金
■市債　道路や学校の整備などを行うために借りるお金
■県支出金　特定の目的のために県から交付されるお金
■地方消費税交付金　県税である地方消費税のうち、市に交
　付されるお金
■繰入金　各種基金などから繰り入れるお金
■諸収入　市の預金利子や貸付金の元金収入など、他の歳入
　には含まれないお金
■使用料・手数料　市の施設利用時や証明書類の発行時に利
　用者から受け取るお金    

■民生費　高齢者・障がい者・児童などの福祉、保育所の運営
　などに使われるお金
■衛生費　各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
■土木費　道路・住宅・公園の整備などに使われるお金
■教育費　学校教育や文化・スポーツ振興などに使われるお金
■総務費　市税、戸籍、選挙関係，その他一般的な管理事務に
　使われるお金
■公債費　借入金（市債）の返済に使われるお金
■農林水産業費　農林水産業の振興などに使われるお金
■消防費　消防・水防・災害対策などに使われるお金
■商工費　商工業や観光の振興などに使われるお金

歳
　
　入

歳
　
　入

歳
　
　出

歳
　
　出

令和５年度当初予算

一般会計一般会計
市税
521億5,858万円
（35.5％）

市税
521億5,858万円
（35.5％）

市債
105億2,272万円
（7.2％）

市債
105億2,272万円
（7.2％） 国庫支出金

265億3,934万円
（18.1％）

国庫支出金
265億3,934万円
（18.1％）

繰入金
86億3,282万円
（5.9％）

繰入金
86億3,282万円
（5.9％）

諸収入
49億6,745万円
（3.4％）

諸収入
49億6,745万円
（3.4％）

地方交付税
162億2,002万円
（11.1％）

地方交付税
162億2,002万円
（11.1％）

地方消費税交付金
91億1,895万円
（6.2％）

地方消費税交付金
91億1,895万円
（6.2％）

県支出金
104億8,282万円
（7.1％）

県支出金
104億8,282万円
（7.1％）

使用料・手数料
24億8,577万円
（1.7％）

使用料・手数料
24億8,577万円
（1.7％）

その他
56億3,885万円
（3.8％）

その他
56億3,885万円
（3.8％）

総額
1,467億　
6,731万円

歳入

民生費
544億6,086万円
（37.1％）

民生費
544億6,086万円
（37.1％）

衛生費
188億7,745万円
（12.9％）

衛生費
188億7,745万円
（12.9％）

消防費
53億1,727万円
（3.6％）

消防費
53億1,727万円
（3.6％）

土木費
176億9,940万円
（12.1％）

土木費
176億9,940万円
（12.1％）

公債費
121億7,862万円
（8.3％）

公債費
121億7,862万円
（8.3％）

総務費
133億1,954万円
（9.1％）

総務費
133億1,954万円
（9.1％）

教育費
135億7,057万円
（9.2％）

教育費
135億7,057万円
（9.2％）

農林水産業費
60億2,767万円
（4.1％）

農林水産業費
60億2,767万円
（4.1％）

商工費
38億8,982万円
（2.7％）

商工費
38億8,982万円
（2.7％）

その他
14億2,611万円
（1.0％）

その他
14億2,611万円
（1.0％）

総額
1,467億　
6,731万円

歳出



※表示単位未満を四捨五入しており、積み上げが合計と一致しない場合があります。

令和５年度令和５年度 当初予算当初予算

国民健康保険事業 296億9,407万円
後期高齢者医療 44億831万円
介護保険 333億8,492万円
母子父子寡婦福祉資金貸付金 １億3,243万円
土地区画整理事業 13億8,590万円
卸売市場事業 ４億6,498万円
競輪事業 265億9,276万円
温泉給湯事業 ２億186万円
財産区（６財産区） 4,384万円

水道事業 182億2,960万円
工業用水道事業 ３億100万円
病院事業 276億905万円
下水道事業 190億8,075万円
地域汚水処理事業 １億7,587万円
農業集落排水事業 ４億8,474万円

企業会計　658億8,100万円企業会計　658億8,100万円特別会計　963億907万円特別会計　963億907万円

一般会計　1,467億6,731万円一般会計　1,467億6,731万円

総額　3,089億5,738万円総額　3,089億5,738万円

（前年度比2.2％減）（前年度比2.2％減） （前年度比0.9％減）（前年度比0.9％減）

（前年度比2.5％増）（前年度比2.5％増）

（前年度比0.3％増）（前年度比0.3％増）

特
集
特
集
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■公共施設等の集中的な維持保全　
３億5,709万７千円

　老朽化が進む公共施設やインフラなどの維持
　保全を本年度からの３年間で集中的に実施
■人材マネジメントシステム整備事業　

1,551万１千円
　最適な人事配置などに役立つ人材マネジメン
　トシステムを導入
■新たなチカラ採用事業　　　　　572万５千円
　職員採用試験にＳＰＩ試験を導入し、全国で
　受験可能な環境を整備

■デジタル技術を活用した自動応答システム構
　築事業　　　　　　　　　　　 569万８千円
　24時間・365日対応可能な自動応答システム
　を導入
■市職員資格取得支援事業　　　　　 100万円
　職員の自己啓発を奨励し、職務遂行に有用な
　資格などの取得者へ費用の一部を助成
■みんなの市役所デジタル変革事業　

３億1,787万３千円
　庁内のデジタル変革を推進し、市民の利便性
　の向上と業務効率化を促進

■事業再構築促進補助金　　 　6,604万９千円
　新分野展開などの事業再構築に取り組む企業
　へ経費の一部を補助
■生産性向上・ダイバーシティ推進事業　

1,314万４千円
　ジョブ型雇用・ＡＩ人事の導入を支援、障が
　い者の超短時間雇用モデルの導入を促進
■豊かな森づくり担い手確保育成支援事業　

4,013万４千円
　スマート林業などの導入や担い手確保・育成
　への費用の一部を補助
■いわき産農産物等魅力アップ事業（魅せる課
　事業）　　　　　　　　　　　3,605万８千円
　本市農産物等のさらなる魅力を発掘・発信す
　るための各種プロモーションなどを実施

■いわきが生んだ著名芸術家による人づくり推
　進事業　　　　　　　　　　　　　 620万円
　本市出身の芸術家の協力を得ながら文化芸術
　のまちづくりを推進
■市街地再生整備推進事業　 ２億912万９千円
　常磐地区などで、まちづくりの視点から公共
　施設の再編や基盤整備などを推進
■みんなで創る地域交通支援事業　

1,437万５千円
　中山間地域の公共交通不便地域などにおける
　地域公共交通システムの補助や地域のニーズ
　に即した地域公共交通の検討・導入を支援
■まち・未来創造支援事業　　 4,778万２千円
　市民活動団体によるまちづくり活動などに要
　する経費の一部を助成

構造改革関連事業

まちの魅力を高める

※詳しくは、市ホームページで確認してください。

撮影：掘田正矩

令和５年度当初予算
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■学校給食費第３子以降支援事業
9,068万５千円

　市内公立小・中学校に通う第３子以降の給食
　費を無償化
■未来を拓く「いわきの学び」推進事業　

3,290万１千円
　学校ごとの課題や特徴を把握し、学力向上ア
　ドバイザーによる指導・助言を実施
■支援員設置事業　　　　 ２億4,499万６千円
　特別支援学級に配置する支援員の数を増員す
　るほか、医療的ケア児支援員を配置
■出産・子育て応援金　　 １億9,037万９千円
　妊娠期から継続した伴走型相談支援の充実や
　経済的支援を実施

■ヤングケアラー支援体制強化事業　
787万１千円

　支援コーディネーターを配置するほか、訪問
　家事支援が必要な世帯にヘルパーを派遣
■子ども食堂等運営支援事業　　　　 150万円
　新規開設や安定運営を図るため、相談支援や
　運営指導などを実施
■ＵＩＪターン支援事業　　　 2,554万４千円
　一定の要件の下で東京圏から本市へ移住し、
　起業・就業した方へ支援金を支給
■ゼロカーボン・人づくり推進事業　

228万３千円
　脱炭素社会の実現に向け、将来世代を対象と
　した環境教育などを推進

■防災対策推進費　　　　 　　3,492万９千円
　避難情報自動電話発信システムを整備し、災
　害情報などの伝達手段を強化
■自主防災組織強化支援事業　 　826万６千円
　地域の防災リーダーを育成するとともに、登
　録防災士によるワークショップなどを実施
■いわき地域医療学校事業　 　　969万１千円
　小学生から研修医までの段階に応じた医療や
　介護に関する教育プログラムを実施
■大学医学部寄附講座開設事業　

２億6,785万６千円
　大学医学部などに寄附講座を開設し、不足す
　る診療科の医師を招聘

■健康経営推進ヘルスケアサポート事業　
677万円

　ＩＣＴなどを活用したヘルスケアプログラム
　を実施し、企業の健康経営を推進
■若年がん患者在宅療養支援事業 234万２千円
　患者と家族の負担軽減のため、在宅療養に係
　るサービス利用料の一部を助成
■小さな拠点形成支援事業　　　　　 500万円
　生活サービス機能などを集積した拠点づくり
　へ助成を行い、中山間地域の暮らしを支援
■町内会等運営サポート事業　　 247万３千円
　町内会などのデジタル化を推進するほか、課
　題解決に向けた取り組みを支援

次世代を育てる

命・暮らしを守る

令和５年度当初予算　市の主な取り組み

ひら

しょうへい

令和５年度当初予算
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○
お
問
い
合
わ
せ

　
職
員
課
人
財
育
成
改
革

　
推
進
担
当

　
☎
22
・
７
４
０
６

　
　市
長
事
務
部
局
　
　

○
魅
力
的
な
働
く
場
の
創
出
や

　企
業
の
支
援
体
制
を
強
化

　
労
働
力
や
市
場
の
確
保
な
ど

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
若
者

や
女
性
が
活
躍
す
る
魅
力
的
な

働
く
場
の
創
出
や
意
欲
あ
る
企

業
の
取
り
組
み
な
ど
を
支
援
す

る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
産

業
振
興
部
を
再
編
し
「
産
業
チ

ャ
レ
ン
ジ
課
」
「
産
業
み
ら
い

課
」
「
産
業
ひ
と
づ
く
り
課
」

を
新
設
し
ま
し
た
〈
図
１
〉
。

○
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

　（
通
称F-REI

）
と
の
連
携

　体
制
を
整
備

　
政
策
企
画
課
内
に
市
内
高
等

教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
人

材
育
成
を
担
当
す
る
「
学
術
担

当
のF-REI

連
携
企
画
官
」
を

配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

み
ら
い
課
内
に
市
内
産
業
界
と

連
携
し
た
機
構
の
研
究
成
果
の

活
用
な
ど
を
担
当
す
る
「
産
業

担
当
のF-REI

連
携
企
画
官
」

を
配
置
し
ま
し
た
〈
図
２
〉
。

　

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

４月
から

産業振興部産業振興部を
再編

産業チャレンジ課 産業支援係

次世代産業係

産業ひとづくり課

　企業の挑戦や
新たな地域産業
の創造の支援、
産業人材の確保
や育成に取り組
みます。

市民協働部男女共同・多
文化共生セン
ターを新設

地域振興課

生活施設係

交通安全防犯係

男女共同・多文化共生センター

生活安全課

国保年金課

消費生活センター

　男女共同・多
文化共生セン
ターは、（公
財）いわき市国
際交流協会と併
せて市文化セン
ターに設置しま
した。

総合政策部

産業振興部

F-REI連携企画
官を配置
　市内産学官が
一体となった新
たな技術改革で
雇用創出や若者
が集まるまちを
目指します。

市　民　課

産業まちづくり係

港湾・用地係

政策企画課

F-REI連携企画官（学術担当）

産業みらい課

F-REI連携企画官（産業担当）

産業みらい課

え
ふ
れ
い

図

図

図
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市
長
事
務
部
局
　
　

○
魅
力
的
な
働
く
場
の
創
出
や

企
業
の
支
援
体
制
強
化

　
労
働
力
の
減
少
や
市
場
の
縮

小
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
若

者
や
女
性
が
活
躍
す
る
魅
力
的

な
働
く
場
の
創
出
や
意
欲
あ
る

企
業
取
り
組
み
な
ど
を
支
援
す

る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
産

業
振
興
部
を
再
編
し
「
産
業
チ

ャ
レ
ン
ジ
課
」
、
「
産
業
み
ら

い
課
」
、
「
産
業
ひ
と
づ
く
り

課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

○
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

（
＊
）
と
連
携
体
制
を
整
備

　
政
策
企
画
課
内
に
市
内
高
等

教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
人

材
育
成
を
担
う
「
学
術
担
当
の

企
画
官
」
を
配
置
し
、
産
業
み

ら
い
課
内
に
は
、
市
内
産
業
界

と
連
携
し
た
機
構
の
研
究
成
果

の
活
用
を
担
う
「
産
業
担
当
の

企
画
官
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
＊
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

　
法
に
基
づ
く
特
別
の
法
人

　
と
し
て
国
が
設
立
す
る

　
研
究
教
育
機
関
（
以
下
、

○
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た 

　業
務
一
元
化

　
異
な
る
組
織
で
取
り
組
ん
で

き
た
男
女
共
同
参
画
や
人
権
擁

護
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

市
内
居
住
外
国
人
へ
の
支
援
な

ど
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
業
務
を
一
元
的
に
所
管
す
る

「
男
女
共
同
・
多
文
化
共
生
セ

ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、
事
務
移

管
に
伴
い
、
市
民
生
活
課
を

「
生
活
安
全
課
」
に
改
称
し
ま

し
た
〈
図
３
〉
。

○
感
染
症
な
ど
へ
の
迅
速
か
つ

　的
確
な
対
応
の
体
制
強
化

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
感
染
予
防
や
感
染

拡
大
防
止
な
ど
に
万
全
を
期
す

と
と
も
に
、
新
た
に
発
生
す
る

感
染
症
に
も
備
え
る
た
め
「
感

染
症
対
策
課
」
を
新
設
し
ま
し

た
〈
図
４
〉
。

○
芸
術
文
化
で
地
域
の
課
題
解

　消
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築

　
舞
台
芸
術
に
関
す
る
事
業
企

画
や
情
報
発
信
、
地
域
と
連
携

し
た
芸
術
文
化
の
振
興
な
ど
を

担
う
「
企
画
協
働
課
」
と
、
施

設
の
管
理
運
営
や
文
化
活
動
の

支
援
、
交
流
拠
点
と
し
て
の
機

能
強
化
な
ど
を
担
う
「
施
設
運

営
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
〈
図

５
〉
。

保健福祉部

いわき芸術文化交流
館を再編
　PFI（民間資金活用
による社会資本整備）
事業による施設維持管
理が終了し、包括的民
間委託の運用へ移行し
ましたが、業務の効率
化を図りながら、質の
高い舞台芸術を提供し
ていきます。

感染症対策課を新設
　保健所総務課で実施
してきた新型コロナウ
イルス感染症関連業務
は、感染症対策課内に
新設した３つの専門グ
ループで、より迅速か
つ的確な対応を行いま
す。

▷株式会社グリーナ＝郷ケ丘 ▷三浦電気工事株式会社＝好間町上好間
▷クレハ建設株式会社＝錦町 ▷東洋建設株式会社＝小名浜金成
▷株式会社エム・ケー・ケー＝平谷川瀬 ▷いわきヤクルト販売株式会社＝小名浜林城
▷佐藤建設株式会社＝平上荒川 ▷株式会社小名浜包装資材=小名浜林城
▷株式会社はる＝平荒田目 ▷常磐共同ガス株式会社＝常磐湯本町
▷株式会社創和＝内郷高坂町 ▷i-step株式会社＝平

令和４年度新規女性活躍推進企業
＝認証番号順・敬称略＝

新型コロナウイルス
対策グループ

感染症対策グループ

ワクチン接種グループ

総　務　課

感染症対策課

生活衛生課

地域保健課

検　査　課

保　健　所

施設運営課

地域連携グループ

企画制作グループ
文化活動促進グループ

舞台グループ

照明グループ

音響グループ

経営総務課

企画協働課

感染症対策監

観光文化スポーツ部

いわき芸術
文化交流館

図

図
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本年度の教育文化・観光施設    の見どころ・体験どころ本年度の教育文化・観光施設    の見どころ・体験どころ
化石体験発掘化石体験発掘 考古資料館まつり考古資料館まつり

体験教室・演奏会体験教室・演奏会

毎週土・日曜日、
5/3㈬～5㈮
8/11㈮・10/9㈪
2/12㈪・23㈮
　約8,900万年前の
地層から化石を発掘
できます。
※体験発掘費は別途。

フェスティバルフェスティバル
　年２回フェスティ
バルを開催し、花木
の展示や体験教室な
どを行うほか、年間
を通じて各種講座を
開催します。

5/3㈬・7/30㈰・11/12㈰
　勾玉や土器、土偶づくり、火おこしなどが体
験できます。
※参加費は別途。

遠野食文化と手仕事体験遠野食文化と手仕事体験
　自然豊か
な遠野の里
山で、昔懐
かしい体験
ができます。
※参加費は
別途。

とき 行事名 申込開始日

★は別途材料費が掛かります。

６月３日㈯

10月１日㈰

５月５日㈮
５月27日㈯

７月９日㈰

７月22日㈯

７月29日㈯

７月30日㈰
９月２日㈯
９月17日㈰
９月18日㈪

11月11日㈯
１月６日㈯

３月９日㈯
３月２日㈯

９月24日㈰

受け付け中

６月１日㈭

８月２日㈬

９月１日㈮

５月１日㈪

２月１日㈭

12月１日㈮
10月１日㈰

けん玉道場
民話の語り①
ハーモニカ演奏会①
七夕コンサート
伝承郷で見つける自由
研究（１回目）
伝承郷で見つける自由
研究（２回目）
藁馬作り
民話の語り②
★竹かご作り（１回目）
★竹かご作り（２回目）
名月篠笛演奏会
ハーモニカ演奏会②
民話の語り③
民話の語り④
ハーモニカ演奏会③
民話の語り⑤

来
年

来
年

　先人の優れた知恵や風習・技術などを学ぶこ
とができます。

寄せ植え教室
ピザ作り
手打ちそば
竹細工
干し柿作り
藤かご作り
お正月アレンジ教室

みそ作り

受け付け中

とき 行事名 申込開始日

アウトドア体験 

６月１日㈭
８月１日㈫
９月１日㈮
10月１日㈰

11月１日㈬

７月１日㈯

４月29日㈯
５月14日㈰
６月18日㈰
９月10日㈰
11月中旬
12月３日㈰
12月下旬
１月28日㈰
２月25日㈰

アウトドア体験
とき 行事名 申込開始日

10月１日㈰

わら

まがたま

化石の発掘を体験

スプリングフェスティバル

アンモナイトセンターアンモナイトセンター ☎82－4561

フラワーセンターフラワーセンター ☎22－5667

暮らしの伝承郷暮らしの伝承郷 ☎29－2230

土器作り体験

考古資料館考古資料館 ☎43－0391

ピザ作り

遠野オートキャンプ場遠野オートキャンプ場 ☎74－1031
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本年度の教育文化・観光施設    の見どころ・体験どころ本年度の教育文化・観光施設    の見どころ・体験どころ

わら

かなえ

古代エジプト美術館展古代エジプト美術館展
6/24㈯～8/20㈰
　「古代エジプト美術館 渋谷」の収蔵品である
ミイラやミイ
ラマスク、神
殿の柱など約
200点を展示
します。

《ミイラマスク》プトレマイオス朝
時代

クレパス画名作展
近代の巨匠から現代の作家まで
クレパス画名作展
近代の巨匠から現代の作家まで
4/15㈯～6/4㈰
　クレパスの開発と普及に関わった画家・山本
鼎をはじめ、梅原龍三郎や小磯良平、岡本太郎
など、大正・昭和期の巨匠たちから現代の作家
に至るまで、幅広い顔触れによるクレパス画の
名品を展示します。

鴻池朋子《Little Wild Things》2015年 サクラ
アートミュージアム蔵

市立美術館市立美術館 ☎25－1111

磐城平城の絵図と城下の年中行事磐城平城の絵図と城下の年中行事
～6/18㈰
　江戸時代の磐
城平城が描かれ
た城絵図や城下
絵図を展示し、
磐城平城の年中
行事や暮らしぶ
りなどを紹介し
ます。

正保平城絵図控

暮らしの伝承郷暮らしの伝承郷 ☎29－2230

山名菅村～表現を愉しんだ人格者～山名菅村～表現を愉しんだ人格者～
4/22㈯～8/27㈰
　本市平菅波生まれの菅村の
自筆の俳句や油絵、愛用品な
どからその業績を紹介しま
す。

晩年の山名菅村（個人蔵）▶　

勿来関文学歴史館勿来関文学歴史館 ☎65－6166

7/15㈯～9/24㈰
　200万部のベストセ
ラー『ティラノサウ
ルス』シリーズや
『おとうさんはウル
トラマン』シリーズ
など、代表作の絵本
原画を中心に、宮西
達也の魅力を紹介し
ます。

草野心平の詩　
海は己れの海鳴りをきき。
草野心平の詩　
海は己れの海鳴りをきき。
4/15㈯～6/25㈰
　詩人・草野心平が詩の主題の一つとした
「海」を取り上げ、創作
創作上の海や実体
験した海を、自筆
原稿や掲載誌など
の関連資料から紹
介します。

パステル画「波陽」

草野心平記念文学館草野心平記念文学館 ☎83－0005

発掘速報展発掘速報展
4/22㈯～7/2㈰
　令和４年度に市
内で行われた遺跡
の発掘調査などの
成果を公開・展示
します。 磐城平城跡調査風景

考古資料館考古資料館 ☎43－0391

宮西達也Newワンダーランド展宮西達也Newワンダーランド展

　▶
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教育文化・観光施設の年間行事カレンダー教育文化・観光施設の年間行事カレンダー
アンモナイト
センター
☎82－4561
■毎週月曜日

草野心平
記念文学館
☎83－0005
■毎週月曜日

暮らしの
伝承郷
☎29－2230
■毎週火曜日

考古資料館
☎43－0391
■毎月第3火曜日

勿来関
文学歴史館
☎65－6166
■毎月第3水曜日

いわき芸術文化
交流館アリオス
☎22－5800
■毎月第2火曜日

来年

月

施設 フラワー
センター
☎22－5667
■毎週火曜日

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

3

２

市立美術館
☎25－1111
■毎週月曜日

中
山
義
秀
展

（
10
／
7
〜
12
／
24
）

草
野
天
平（
1
／
２
〜
３
／
31
）

吉
野
せ
い（
10
／
７
〜
12
／
24
）

い
わ
き
の
古
生
物（
７
／
１
〜
９
／
24
）

猪
狩
満
直（
４
／
８
〜
６
／
25
）

磐
城
平
城
の
絵
図
と
城
下
の
年
中
行
事

（
〜
６
／
18
）

発
掘
速
報
展

（
４
／
22
〜
７
／
2
）

古
代
の
文
字

―
墨
書
と
線
刻
―

（
７
／
22
〜
11
／
19
）

山
名
菅
村

（
4
／
22
〜
8
／
27
）

ク
レ
パ
ス
画
名
作
展
　
近
代
の
巨
匠
か
ら

現
代
の
作
家
ま
で（
4
／
15
〜
6
／
４
）

見
て・考
え
て・表
現
し
て

丨
体
験
す
る
現
代
ア
ー
ト

　
体
験
！
い
わ
美
Ⅱ

（
9
／
9
〜
10
／
9
）

冬
休
み
企
画
展

「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

今
年
の
化
石
」
展

（
12
／
16
〜
1
／
10
）

休 休 休休 休 休 休 休

古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館
展

（
6
／
24
〜
8
／
20
）

草
野
心
平
の
詩
　

海
は
己
れ
の
海
鳴
り
を
き
き
。

（
4
／
15
〜
6
／
25
）

宮
西
達
也

Ｎ
ｅ
ｗ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展

（
７
／
15
〜
９
／
24
）

勿
来
関
と
歌
枕

（
２
／
23
〜
4
／
16
）

草
野
心
平
書
の
詩
歌
碑

（
9
／
２
〜
10
／
29
）

夏
休
み
企
画
展

「
最
新
！
い
わ
き
の

古
生
物
！
」
展

（
７
／
８
〜
８
／
31
）

第
53
回
市
民
美
術
展
覧
会

（
2
／
9
〜
3
／
17
）

松
竹
大
歌
舞
伎

（
９
／
３
）

小
林
研一郎（
指
揮
）プ
ラ
ハ
交
響
楽
団

ス
メ
タ
ナ
／「
わ
が
祖
国
」全
曲
演
奏
会（
1
／
13
）

第
9
回
い
わ
き
文
化
春
祭
り（
6
／
3
・
４
）

第
11
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

い
わ
き
定
期
演
奏
会（
10
／
７
）

須
川
展
也
　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

〜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
綴
る
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
〜（
２
／
４
）

化
石
講
演
会

（
９
／
５
）

古
代
陸
奥
国
磐
城
郡

―
根
岸
官
衙
遺
跡
群
と
そ
の
時
代
―

（
12
／
9
〜
３
／
31
）

民
藝
　
M
I
N
G
E
I

丨
美
は
暮
ら
し
の

　
　
　
　
な
か
に
あ
る

（
10
／
28
〜
12
／
17
）

刀
・
刀
・
刀
２
（
11
／
3
〜
2
／
18
）

ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
シ
ー
ン
・
イ
ン
・

い
わ
き
　
森
口
美
樹
展

―
明
日
の
約
束
―（
4
／
25
〜
６
／
４
）

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
４
／
15
・
16
）

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
10
月
）

コ
キ
ア
・
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
　

サ
ク
ラ・

ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ

コ
ス
モ
ス
・
秋
バ
ラ

ロ
ウ
バ
イ・ツ
バ
キ・ウ
メ

カ
ル
ミ
ア
・
春
バ
ラ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
コ
キ
ア

ネ
モ
フ
ィ
ラ・シ
ャ
ク
ナ
ゲ・

ハ
ン
カ
チ
ノ
キ

愛
谷
江
筋
と
流
域
の
歴
史

（
８
／
５
〜
12
／
17
）

市
小
・
中
学
生
版
画
展

（
1
／
5
〜
28
）
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消費生活センター（予約先：
生活安全課　☎22－1152）

無料相談窓口一覧（保存用） ※電話でお受けしている相談もあり
　ますので、お問い合わせください。

相談名
市 民

登 記

税 務

行 政

行政手続

消費生活

生活再建

年 金

法 律

福祉総合

権利擁護

心の健康

交 通

母子・父
子・寡婦

労働・年金

家庭児童

医療安全

生活・就労

女　　性

教 育

とき 相談員 ところ

【面接相談】月～金曜日　
９時～17時（予約制）

【電話相談】①月～金曜日　
９時～18時　②土・日曜日、
休日　９時～17時（第３日曜
日、年末年始を除く）

月～金曜日　
８時30分～17時15分
第１水曜日
13時～16時（予約制）

広報広聴課（☎22－1299）
または各支所

広報広聴課（☎22－7438・
1299）
※登記相談は、福島県司法
　書士会（☎0120－81－
　5539）でも受け付けてい
　ます。
※労働相談は、いわき労働
　基準監督署（☎8 1－
　0068）、市労働福祉会館
　（☎24－2511）でも受け
　付けています。

月～金曜日
８時30分～17時15分
第２火曜日　
９時～正午
第３火曜日
10時～正午、13時～15時

第１・４火曜日　
10時～正午、13時～15時

第２・３・４水曜日
14時～16時30分（予約制）

第１・３木曜日
10時～正午、13時～15時
第２金曜日　
10時～正午、13時～15時

月～金曜日　
９時～16時
月～金曜日　
８時30分～16時30分

月～金曜日
８時30分～17時

月～金曜日　
８時30分～17時15分

月～金曜日
８時30分～17時15分

月～金曜日
８時30分～17時15分

第２・３・４木曜日
14時～16時30分（予約制）

月～金曜日
８時30分～17時15分

月～金曜日
９時～正午、13時～16時
月～金曜日
８時30分～17時15分

弁護士

市社会福祉協議
会職員

市社会福祉協議会
　　　　　（☎23－3320）

市社会福祉協議会
　　　　　（☎24－4850）

教育相談員、公
認心理師

総合教育センター
　　　　　（☎22－3709）

総合教育センター
　　　　　（☎23－7261）

教育相談員

消費生活センター
　　　　　（☎22－0999） 

市民相談員

司法書士

行政書士

社会保険労務士

弁護士

税理士

行政相談委員

消費生活相談員

広報広聴課職員 広報広聴課内生活再建市民
総合案内（☎22－1245）

弁護士の法律
相談予約　▶

国保年金課（☎22－7464）

保健所地域保健課
　　　　　（☎27－8557） 

保健所職員

弁護士、司法書
士

年金アドバイ
ザー

保健所内医療安全相談セン
ター（☎27－8556）
生活・就労支援センター
　　　　　（☎38－6500）
権利擁護・成年後見セン
ター（☎27－8571）

小名浜地区保健福祉セン
ター（☎54－2521）
内郷・好間・三和地区保健
福祉センター(☎27－8612）

各地区保健福祉センター

小名浜地区保健福祉セン
ター（☎54－2111）
内郷・好間・三和地区保健
福祉センター(☎27－8612）

女性相談員など

家庭相談員など

相談支援員、就
労支援員

母子・父子自立
支援員など

保健師

市に対する要望・意見や問い合
わせ、相談窓口の案内など

不動産の権利取得や変更に関す
る登記の申請・手続きなど

労務管理・労働条件などの問題
や、社会保険・年金の手続き

社会生活上のトラブルを解決す
るための法的アドバイス

官公署に提出する許認可などの
申請書類の作成や手続き

所得税・相続税・贈与税等の税
全般に係る申告・納付など

被災者の生活再建等に関する問
い合わせ、支援制度の案内など

国の行政機関に対する要望・意
見など

木曜日　
13時～16時（予約制）

交通相談員
自動車教習所員
保健師

交通事故の損害賠償や示談など　
運転能力への不安など
認知機能への不安など
消費者と事業者との契約トラブ
ルや多重債務問題など

国民年金全般

精神面・心の悩み（うつ病・ひ
きこもり・アルコール・自殺な
ど）

母子父子寡婦福祉資金の貸し付
けなど

不登校や友人関係、子どもの養
育、児童虐待など

離婚や夫などからの暴力、家庭
不和

医療に関する相談や情報提供な
ど
生活に困窮している方の生活全
般や就労など

高齢者・障がい者の権利侵害・
財産管理などの法的アドバイス

子どもや保護者の悩み（いじ
め・友人関係・不登校・進路・
勉強・子育て・しつけ）など

日常生活の悩みごと

もめごとや悩みごとに対する法
律上の解決方法

相談内容
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江
之
網
海
岸
沿
い
の
観
光
道
路

 

久
之
浜
町
田
之
網
字
江
之
網
の
湾
は
、
江

戸
時
代
に
は
沿
岸
漁
業
や
米
の
積
み
出
し
湊

と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
昭
和
時
代
初
期

ま
で
漁
港
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
四
倉
と
久
之
浜
を
結
ぶ
海
岸
沿

い
の
道
路
は
な
く
、
四
倉
市
街
か
ら
浜
街
道

を
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
坂
を
上
り
下
り
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に

海
岸
に
沿
っ
て
四
倉
―
久
之
浜
の
国
道
改
修

に
着
工
。
四
倉
―
江
之
網
ト
ン
ネ
ル
ま
で
は

昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
に
完
成
（
昭
和
29

年
舗
装
化
）
し
、
海
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
湾
岸
道
路
は
快
適
な
ハ
イ
ウ
エ
ー

コ
ー
ス
と
な
り
、
一
躍
観
光
地
と
し
て
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
さ
ら
に
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に
波

立
海
岸
ま
で
舗
装
完
成
。
昭
和
36
（
１
９
６

１
）
年
に
国
道
６
号
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
自
動
車
の
増
加
や
大
型
化
に
よ

っ
て
、
カ
ー
ブ
と
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
す
る
湾

岸
道
路
は
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
道
路
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
内
陸

側
の
丘
陵
地
を
ト
ン
ネ
ル
で
越
え
る
国
道
６

号
久
之
浜
バ
イ
パ
ス
が
平
成
29
（
２
０
１

７
）
年
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　
田
之
網
の
丘
陵
地
を
越
え
る
道
筋
変
遷
を

た
ど
っ
て
い
く
と
、
土
木
技
術
の
発
達
過
程

を
も
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　市内の文化施設の収蔵品や指定文化財な
どの文化資源をオンライン上で手軽に閲覧
することができるポータルサイト「いわき
デジタルミュージアム」を開設しました。
　本市の魅力・特色を感じる
ことができる多様な文化資源
をお楽しみください。

文化財課　☎22－7546
いわきデジタルミュージアムを開設

　市は、本年度から令和９年度までを計画
期間とする「第七期市生涯学習推進計画」
を策定しました。
　同計画では「輝くいわき、学びあい都市
宣言」を基本理念とし、誰もが学びやすい
環境の充実や生涯学習を通じた人づく
り・まちづくりの推進に向けて３つの基本
目標を掲げ、生涯学習社会の実現を目指し
ます。

生涯学習課生涯学習係　☎22－7556
第七期市生涯学習推進計画を策定

《基本目標》
①学びの環境整備
②学びの機会の提供
③学びの成果を生かす
　仕組みづくり

詳しくは、
こちらから
ご覧ください。

３Dなどの特別な撮影をした画像も掲載

み
な
と

江之網湾岸の観光道路（後の国道。
バイパスの開通で市道に）〔昭和
30（1955）年頃　志賀親氏撮影・
小泉屋文庫提供〕
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案
内
　
　
　
　イ
ベ
ン
ト
・
講
演
　
　
　
　募
集
　
　
　
　相
談
　
　
　
　税
関
連
　
　
　
　心
・
保
健
　
　
　
　子
育
て

とき　　対象　　申込期間・期限　　定員　　申し込み方法日 対 期 定 申

いわき市の
人口と面積

　人　口　323,935人　（－ 371）
　　男　　159,013人　（－ 181）
　　女　　164,922人　（－ 190）
　世帯数　141,236世帯（－ 22）
　面　積　1,232.51㎢
　令和５年３月１日現在／(前月比）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、
　中止・変更となる場合がありますので、事
　前に各担当へお問い合わせください。

お 知 ら せ
Information

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）

▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　７：45～／12：10～（再放送）
　
　

市政情報番組　毎週土曜日　８：55～

福島放送　　　　４月８日㈯　９：55～
　　　　　　　　５月13日㈯　９：55～
福島中央テレビ　４月15日㈯　９：25～
福島テレビ　　　４月16日㈰　13：55～
テレビユー福島　４月22日㈯　９：25～

※放映日時は変更となる場合があります。

※アプリ「ＦＭ聴 for ＦＭいわき」「Listen 
　Radio」からも聴くことができます。

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

ラジオ福島（1431K㎐・90.2M㎐）

固定資産税・都市計画税　　　第１期
今月の納期（納期限５月１日㈪）

　　　健康づくりサポートセンターの利用者
健康づくり推進課健康政策係　☎22－7442

日５月１日㈪から最大３カ月間　11時～20時
対高校生を除く18歳以上の方／期４月24日㈪
定50人（応募多数時抽選）
申健康づくりサポートセンターへ電話（☎43－
0801）、ファクス（　43－0804）または、メール
（　yuttarikan@wing.ocn.ne.jp）で

　　　市民公益活動災害補償保険の活用を
地域振興課地域振興係　☎22－7414

　市が掛け金を負担し、市民の皆さんのボラン
ティア活動を側面から支援する制度です。
対市民または市内に活動の本拠地がある方が行う
ボランティア活動で、次の要件を全て満たすもの
①自発的で公益性がある　②計画的である　③無
報酬である　④国内における活動　⑤政治や宗教
を広めることが目的でない　⑥自助的な活動や懇
親が目的でない
申任意の様式に、団体名・住所・電話番号・代表
者氏名、活動予定日時・場所、活動名・内容、参
加予定者数を記入し、団体の概要が分かる資料と
参加者名簿（住所・氏名）を添えて、活動日の前
日までに同課または各支所へ提出
※市が主催・共催する活動や、市の管理下で行う
　ボランティア活動は対象外。

　　　いわき産農作物等の出荷制限など
農政流通課農産物流通係　☎22－7470

　本市で生産・採取される次の農作物等は、放射
性物質の検査結果を基に、摂取制限や出荷制限・
自粛などの措置が継続されています。
対①摂取制限・出荷制限＝野生キノコ　②出荷制
限＝原木ナメコ（露地）、コシアブラ、ゼンマイ、
タケノコ、野生タラノメ、野生ワラビ　③出荷自
粛＝野生サンショウ
※マツタケは県が出荷管理などを行う場合のみ、
　栽培ワラビは県の基準を満たした生産者のみ、
　出荷可能。

日
対 期
定
申

対

申

対
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　　　セーフティネット住宅の家賃や家賃債務保
　　　証料などを補助

住まい政策課住宅計画係　☎22－1178
○家賃
対大家、不動産業者などの賃貸人
補家賃の２分の１（１戸当たり上限月額２万円）
○家賃債務保証料など
対家賃債務保証会社、居住支援法人など
補１戸当たり６万円（初回契約分のみ）
○案内（共通）
要セーフティネット住宅情報提供システムに登録
された市内の住宅確保要配慮者専用賃貸住宅に要
件を満たす方が入居することなど
戸20戸程度（先着順）／期来年１月31日㈬必着
申同課、各支所・市民サービスセンターに備え付
けの申込書（市ホームページからも入手可）に必
要事項を記入し、〒970－8686　住まい政策課へ
（直接持参も可）
※要件など詳しくは、同課へ。

　　　公立小・中学校の就学費用を援助
学校教育課就学係　☎22－1123

　お子さんを公立小・中学校へ就学させるのに経
済的理由でお困りの方に、学用品などの就学費用
の一部を援助します。
※申請方法や援助内容など、詳しくは同課へ。

　　　小規模修繕契約希望者登録申請を受け付け
契約課工事契約係　☎22－7419

対市が発注する軽易な修繕（設計金額50万円以下。
物品修繕を除く）の受注を希望する方
登受付日の翌々月１日～令和７年３月31日
申市ホームページに掲載の申請書類に必要事項を
記入し、一般書留、簡易書留または赤色のレター
パックプラスで、〒970－8686　契約課へ
期来年12月28日㈯消印有効
※「令和３・４年度市小規模修繕契約希望者登録
　名簿」に登録されている方で未更新の方も申請
　が必要。

　　　ゼロカーボン人づくり公民連携事業の提案
環境企画課環境企画係　☎22－7528

　環境保全に関する事業の提案を募集します。審
査で選定された提案は、市の委託事業として実施
します。
内次のいずれかに該当する提案で、単年度１事業
当たりの事業費が50万円以下のもの　①気候変動
およびカーボンニュートラルに関すること　②再
生可能エネルギーに関すること　③省エネルギー
に関すること　④生物多様性に関すること
対市内を中心に活動する営利を目的としない団体
で、市の委託を受けて提案内容が実施可能な団体
申同課に備え付けの提出書類（市ホームページか
らも入手可）に必要事項を記入し、必要書類を添
えて、〒970－8686　環境企画課へ（直接持参も
可）／期４月13日㈭～24日㈪必着

　　　修理再生品を提供
クリンピーの家　☎56－3651

日５月13日㈯　10時抽選
料自転車＝２千円、家具＝３千円
申５月12日㈮までに同施設窓口で

　　　森林ボランティア団体の活動を支援
林務課林業振興係　☎22－1181

　森林整備などのボランティア活動に対し、補助
金を交付します。
対営利・政治活動などを目的としない20人以上の
団体
内①対象活動＝４月から来年３月までに自主的に
実施する広葉樹の植え付けや下草刈り、間伐、森
林内の歩道または案内板の設置・補修など　②対
象経費＝苗木などの資材購入費、機具借り上げ料
など
補補助対象経費の２分の１以内（上限25万円）
申同課へ事前に相談の上、必要書類を提出
期４月３日㈪～28日㈮
※応募多数により予算額を超えた場合は、事業費
　に応じて配分。

内容　　対象　　申し込み方法　　申込期間・期限　　とき　　料金　　補助額
要件　　募集戸数　　登録期間　　時間　　定員　　ところ

内 対 申 期 日 料 補
要 戸 登 時 定 所

対

登
申

期

対
補

対
補

要

戸 期
申

日
料
申

対

内

補
申
期

対

申

期

内
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　　　育児の援助を行う協力会員
こども支援課こども支援係　☎22－7454

　病児・病後児の預かりや急なお子さんの預かり
などの育児の援助を行う協力会員を募集します。
会員登録が必要ですので、希望する方は次の研修
を受講してください。育児の援助をしてほしい方
（依頼会員）は随時登録可能です。
日４月29日、５月13日・27日、６月10日・24日、
７月８日・22日、８月５日・19日、９月２日の土
曜日（全10回）
時９時～12時30分／所平七小（ラトブ１階）
定30人（応募多数時抽選）／期４月28日㈮
※申し込み方法など詳しくは、いわき緊急サポー
　トセンター（☎080－9011－9930）へ。

　　　次世代自動車などの導入費用を補助
環境企画課環境企画係　☎22－7528

○次世代自動車など
補①燃料電池自動車（FCV）＝１台当たり20万
円　②電気自動車（EV）＝１台当たり５万円　
③可搬型外部給電器＝１台当たり５万円　④ゼ
ロカーボンドライブセット（＊）＝１件当たり
10万円
＊ゼロカーボンドライブセット
太陽光発電システムとFCVまたはEVの組み合わ
せ。指定期間内に導入した場合が対象。
○住宅用再生可能エネルギー利用機器など
補①太陽光発電システム＝１kW当たり１万円
（上限４万円）　②ペレットストーブ＝１台当
たり５万円　③＝定置用リチウムイオン蓄電シ
ステム＝蓄電容量１kWh当たり２万円（上限10
万円）　④家庭用燃料電池（エネファーム）＝
１台当たり10万円　⑤電気自動車等充給電設備
＝１台当たり10万円
○案内（共通）
申同課に備え付けの申請書類（市ホームページ
からも入手可）に必要事項を記入し、〒970－
8686環境企画課へ（直接持参も可）
※予算額に達した時点で受け付けを終了。

　　　21世紀の森公園内施設
　　　ネーミングライツ・パートナー

公園緑地課管理係　☎22－7518
　施設の安定的な管理・運営に資する財源確保お
よび公民連携による相互の活性化を図るため、公
園施設に愛称を付ける権利（ネーミングライツ）
を取得するパートナーを募集します。

期４月28日㈮
※申し込み方法など詳しくは、同課へ。

　　　コンピュータ・カレッジの聴講生など
☎56－0711　　56－0751
　info@iwaki-cc.ac.jp

○聴講生
　基本情報技術者試験の合格を目指します。
日４月24日㈪～来年３月12日㈫の月～金曜日
時８時40分～16時５分／期４月21日㈮
○前期科目履修生
日４月24日㈪～９月29日㈮／期４月21日㈮
※科目により受講日と時間、受講料が異なります。
○学校見学会の参加者
日５月13日㈯　９時～正午
内入試説明、施設見学、体験学習
○パソコン講座の受講者
日①コンピューター支援設計システム（Jw_cad）
＝５月23日㈫・25日㈭・29日㈪・31日㈬、６月２
日㈮（全５回）　②ワード入門＝６月９日㈮・12
日㈪・14日㈬・16日㈮・19日㈪（全５回）
時18時～20時30分
定20人（いずれも応募多数時抽選）
料①＝１万６千円　②＝９千円（いずれも教材費
別途）／期①＝５月９日㈫　②＝５月30日㈫
○案内（共通）
申☎　　で

日

時 所
定 期

補

補

申

日
時 期

日 期

日
内

日

時
定
料

期

申

期

いわきグリーンフィール
ド・多目的広場
いわきグリーンスタジアム

対象施設
1,500万円以上／
年
500万円以上／年

募集金額
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　　　障がい者の支援活動に補助金を交付など
障がい福祉課支援係　☎22－7485

○障がい者の支援活動に補助金を交付
　障がい者が自立した生活ができるよう、障がい
者などの団体が行う自発的な活動に必要な経費を
補助します。
対市内に住所を有し、障がい者福祉に関する活動
を行う障がい者、家族、ボランティア団体などが
実施する事業で、次のいずれかに該当するもの　
①ピアサポート　②災害対策　③孤立防止活動支
援　④社会活動支援　⑤ボランティア活動支援　
⑥その他の活動支援
申同課に備え付けの申請書（市ホームページから
も入手可）に必要事項を記入し、〒970－8686　
障がい福祉課へ（直接持参も可）
期５月８日㈪必着
※補助金額は、活動内容などを踏まえ決定します。
○重度心身障がい者の交通費を助成
対身体障害者手帳１級・療育手帳Ａ・精神障害者
保健福祉手帳１級のいずれかの交付を受け、所得
税が非課税で在宅の方
助年額１万２千円（年度途中で助成資格に該当し
た場合は月割り）
申交付を受けている手帳、本人名義の預金通帳の
写しを持参し、各地区保健福祉センター・支所
（小名浜・内郷支所を除く）で

　　　生け垣設置費を補助
公園緑地課管理係　☎22－7518

対道路に面する部分の総延長が５ⅿ以上で、高さ
が60㎝以上の樹木を１ⅿ当たり２本以上植栽する
方（高さ１ⅿ以上のブロック塀などを撤去し、生
け垣を設置する方も可）
補①生け垣設置＝１ⅿ当たり５千円を限度（上限
10万円）　②生け垣設置のための塀撤去＝１ⅿ当
たり５千円を限度（上限10万円）
申同課、各支所などに備え付けの申込書に必要事
項を記入し、同課で
　４月３日㈪～予算額に達した時点

　　　がけ地近接等危険住宅の改修費を補助
住まい政策課住宅計画係　☎22－1178

　現在居住する住宅が土砂災害特別警戒区域等に
指定される以前から存在する場合、土砂災害に対
する構造耐力上安全な擁壁の設置費用・外壁など
の改修費用の一部を補助します。
申同課に備え付けの申請書（市ホームページから
も入手可）に必要事項を記入し、必要書類を添え
て、〒970－8686　住まい政策課へ（直接持参も
可）／期４月17日㈪～５月31日㈬必着
※同危険住宅の移転費用の補助の活用を検討して
　いる方の相談も随時受け付けています。

　　　私道舗装等整備費を補助
道路管理課管理係　☎22－7494

対次の要件を全て満たす私道　①平成６年３月31
日以前に築造されたもの　②幅員が２ｍ以上で、
延長が30ｍ以上であるもの　③おおむね５戸以上
の家屋が接続し、当該家屋の住民が現に利用して
いるもの
助①市街化区域内＝補助対象事業費の60％以内　
②市街化区域外＝補助対象事業費の40％以内（い
ずれも上限120万円）
申同課または各支所経済土木課で
期４月３日㈪～11月30日㈭

　　　父子・母子福祉手当などを支給
こども家庭課家庭支援係　☎27－8563

○父子・母子福祉手当
対市内に１年以上住所を有する被保護世帯、市民
税非課税・均等割世帯の方
内義務教育終了前のお子さん２人まで年額１万円
を支給（１人増すごとに1,500円を加算）
○父子・母子等奨学資金
対市内に１年以上住所を有する要保護世帯の方
内高校・高専に在籍するお子さんに月額５千円を
支給（高専は３年修了まで）
○案内（共通）
申住所地の地区保健福祉センターで

申し込み方法　　申込期間・期限　　対象　　助成額　　内容　　補助額
とき　　時間　　定員　　ところ　　料金
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山火事防止強化運動実施中
「火の確認　山を愛する　あなたのマナー」
　空気が乾燥し、強い季節風が吹く春先は、山
火事が発生しやすくなります。入山する際には
火の取り扱いに十分注意しましょう。

　　　「土地・家屋価格等縦覧帳簿」の縦覧を実
　　　施

資産税課土地係　☎22－7430・7431
家屋係　☎22－7432・7433

　令和５年度固定資産税の納税者の方は「土地価
格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧でき
ます。同帳簿は、市内の土地・家屋の評価額など
を所在地番順に一覧表示したもので、自己の土
地・家屋の価格を、他の土地・家屋の価格と比較
することができます。
　縦覧の申請の際は、本人確認書類、固定資産税
納税通知書（確定通知書）などをお持ちください。
代理の方（法人の場合は従業員など）による縦覧
は委任状が必要です。
日４月３日㈪～５月１日㈪　８時30分～17時
所同課、各支所・税務事務所
※同帳簿の写しの交付は行いません。同帳簿には
　所有者の情報は記載していません。また、縦覧
　期間中は、土地補充台帳の閲覧はできません。

　　　いきいきシニアボランティアポイント事業
　　　を実施

地域包括ケア推進課企画係　☎27－8574
　市内に住所を有する65歳以上の方が市指定のボ
ランティア活動に参加してポイントを貯めると、
本市特産品などの商品に交換できます。
　同事業に参加するには毎年度登録が必要です。
住所・生年月日を確認できる身分証明書を持参し、
各地区保健福祉センターなどで手続きをしてくだ
さい。
期本年度のポイントの付与期間は来年３月31日㈰
まで、交換期間は５月１日㈪から来年４月15日㈪
まで

　　　市シルバーリハビリ体操３級指導士養成講
　　　座の受講者
地域包括ケア推進課事業推進係　☎27－8575

日５月1日㈪・８日㈪・９日㈫・11日㈭・16日
㈫・18日㈭・22日㈪・24日㈬・29日㈪・31日㈬
（全10回）
時13時30分～16時30分／定10人（先着順）
所総合保健福祉センター
対市内に居住し、全日程を受講できる方
申４月17日㈪８時30分から同課へ☎で

　　　生涯学習プラザ　市民講座の受講者
☎37－8888　　22－5555

　info@isgp.jp
日①パソコンはじめの一歩＝５月13日～６月３日
の土曜日（全４回）　②朗読教室（夜の部）＝５
月10日・24日、６月14日・28日、７月12日・26日
の水曜日（全６回）　③楽しい朗読（昼の部）＝
５月12日・26日、６月16日・30日、７月14日・21
日の金曜日（全６回）　④うさぎのダンス（幼児
向け工作）＝５月27日㈯　⑤Gmail活用講座＝５
月28日㈰
時①＝10時～正午　②＝18時30分～20時　③＝13
時30分～15時　④＝10時30分～正午　⑤＝10時～
12時30分
対①②③⑤＝18歳以上の方　④＝幼児と保護者
定①⑤＝20人　②③＝10人　④＝10組
料①＝無料（別途教材費）　②③④⑤＝無料
申ハガキに講座名・住所・氏名・年齢・電話番号
を記入し、〒970－8026　平字一町目１　生涯学
習プラザへ（窓口・申込フォーム・　　可）
期４月20日㈭消印有効

　　　住まいの復興給付金申請相談会
住まいの復興給付金事務局コールセンター

☎0120－250－460
日５月12日㈮　10時30分～15時30分
対東日本大震災で住宅に被害を受けた方
所市役所本庁舎１階

日
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期

日

時 定
所
対
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日

時
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期

日
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所

フリガナ
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　　　ひとり親家庭の経済的な自立を支援
こども家庭課家庭支援係　☎27－8563

○自立支援教育訓練給付金事業
　教育訓練対象講座を受講し修了した場合、対象
経費に相当する額（上限あり）を支給します。
○高等職業訓練促進給付金等事業
　看護師や介護福祉士などの資格取得のため、６
カ月または１年以上養成機関で修業する場合に、
高等職業訓練促進給付金を支給し、修了後には修
了支援給付金を支給します。
補①高等職業訓練促進給付金＝市民税非課税世帯
は月額10万円、市民税課税世帯は月額７万500円
で、修業の最終年限は月額４万円を加算　②修了
支援給付金＝市民税非課税世帯は５万円、市民税
課税世帯は２万５千円
※申し込み方法など詳しくは、同課または各地区
　保健福祉センターへ。

　　　要約筆記者養成講習会などの受講者
障がい福祉課支援係　☎22－7485

　　22－3183
　shogaifukushi@city.iwaki.lg.jp

○要約筆記者養成講習会
日６月３日～10月21日の土曜日（全21回）
時10時～15時／所サン・アビリティーズ
定10人（応募多数時書類選考）
○初級点訳者養成講習会
日①サン・アビリティーズ＝６月５日・12日・26
日、７月３日・10日・24日、８月７日、９月４
日・11日・25日、10月２日・23日・30日、11月６
日の月曜日（全14回）　②植田公民館＝６月５日
㈪・７日㈬・21日㈬、７月５日㈬・19日㈬、８月
30日㈬、９月６日㈬・13日㈬・20日㈬、10月４日
㈬・18日㈬・25日㈬、11月１日㈬・６日㈪（全14
回）
時13時～15時
※６月５日、11月６日はいずれもサン・アビリ
　ティーズで13時30分から開催します。
定10人（応募多数時抽選）
○案内（共通）
対高校生を除く18歳以上で、市内に居住または通
勤し、全日程を受講できる方
申同課、各支所・地区保健福祉センター・市民
サービスセンターに備え付けの申込書（市ホーム
ページからも入手可）に必要事項を記入し、
〒970－8686　障がい福祉課へ（直接持参・　　
可）／期４月30日㈰必着

　　　休日納税相談
税務課徴収企画係　☎22－7424

日４月23日㈰　９時～16時
所同課、各税務事務所
内税の納付や納付方法の相談、納付書を紛失した
際の再発行など

　　　国民年金保険料の学生納付特例を受け付け
国保年金課国民年金係　☎22－7464

　特例を受けるには、毎年度、申請が必要です。
忘れずに手続きをしてください。
対前年の所得が一定基準以下の学生
申基礎年金番号通知書か年金手帳またはマイナン
バーが確認できる書類、在学証明書か学生証の写
し、会社を退職し学生となった方は、雇用保険受
給資格者証などを持参し、同課または各支所・市
民サービスセンターで

　　　不妊去勢手術費用の一部を助成など
保健所生活衛生課動物愛護係　☎27－8592

○不妊去勢手術費用の一部を助成
対①市内に住所を有し、犬や猫を飼っている方　
②事前に市の登録を受け、所有者のいない猫の管
理活動を行う団体
助①＝雄は３千円、雌は４千円　②＝雄は上限３
千円、雌は上限４千円
申①＝市内の動物病院に備え付けの申請書を記入
し、必要書類を添えて、同課で
※予算額に達した時点で受け付けを終了します。
　詳しくは、同課へ。
○犬の飼い主の皆さんへ
　犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務です。
集合注射会場または市内指定の動物病院で必ず実
施してください。
料登録手数料は３千円、予防注射は3,250円

　　　草野駅前公衆トイレの供用を開始
都市計画課総合交通対策担当　☎22－1120

　鉄道交通の利用を促進するため、バリアフリー
化されたトイレの整備が完了しました。
内男子小便器１基、男子大便器１基、女子大便器
１基、みんなのトイレ１室

とき　　時間　　ところ　　定員　　対象　　申し込み方法　　申込期間・期限
内容　　補助額　　助成額　　料金　　貸与額

日
内

時
補

所
助

定
料

対
貸

申 期

　　　都市計画の決定案などを縦覧
都市計画課計画係　☎22－7511

内いわき都市計画土地区画整理事業を決定する案、
いわき都市計画道路を変更する案
日４月24日㈪～５月10日㈬（土・日曜日、祝日を
除く）
時８時30分～17時15分
所同課、常磐支所経済土木課

補

日
所
内

時

対

定

申

期

対
申

日
時 所
定

日

対

助

申

料

内

内

日

時
所
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　　　ゴールデンウィーク・ニュースポーツ等体
　　　験フェスティバルを開催など
スポーツ振興課スポーツ振興係　☎22－7553

　22－1285　　spo@city.iwaki.lg.jp
○ゴールデンウィーク・ニュースポーツ等体験
　フェスティバルを開催
日５月５日㈮　10時～正午、13時～15時
○トランポリン教室の参加者を募集
日５月15日・29日の月曜日（全２回）
時19時～21時／対市内に居住する小学生
定30人（応募多数時抽選）
申ハガキに教室名・住所・氏名・学年・保護者氏
名・電話番号・メールアドレスを記入し、〒970
－8686　スポーツ振興課へ（　　可）
期４月10日㈪～24日㈪必着
○案内（共通）
所総合体育館
※室内用運動靴を持参してください。

　　　市税の納付方法が拡充
税務課税制係　☎22－7422

　今月から、地方税統一ＱＲコードが導入されま
した。同コードを読み取ることで、全国の対応可
能な金融機関やスマートフォン決済アプリからの
納付が可能となります。
　地方税共同機構の「地方税お支払サイト」から、
クレジットカードやインターネットバンキングな
どによる納付も可能となりますので、積極的に利
用してください。
対固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別
割）

　　　医師・助産師修学資金を貸与
医療センター事務局総務課総務係

　☎26－6791
　将来、市立病院に勤務する意思のある学生に修
学資金を貸与します。
○医師修学資金
対大学（大学院を除く）の医学部に在学している
方（他の奨学金などを貸与されている場合も可）
貸月額23万５千円／定４人程度
○助産師修学資金
対助産師養成施設に在学している方
貸月額10万円／定１人程度
○案内（共通）
申同課、各支所に備え付けの申請書（市ホーム
ページからも入手可）に必要事項を記入し、簡易
書留で、〒973－8555　医療センター事務局総務
課へ
期４月30日㈰消印有効

公演チケット発売開始のお知らせ

いわきに出張！下丸子らくご倶楽部　林家彦
いち　鈴々舎馬るこ

HATA MOTOHIRO CONCERT TOUR 2023 
─Paint Like a Child─

とき公演名 料金 予約開始
４／16㈰
10時～

６／25㈰　
17時30分～

７／17㈪　
13時30分～

全席指定＝7,700円

全席指定＝３千円

▶購入方法　①電話予約　②インターネット予約　③窓口販売（発売２日目から取り扱い）

アリオスチケットセンター　☎22－5800

５／13㈯
10時～

アリオス共催

　　　フラワーセンター　各種教室の受講者
☎22－5667

日①陶芸で湯飲み作り＝５月６日㈯　②ギフトに
も最適なプリザーブドフラワーアレンジメント＝
５月13日㈯　③フォトフレーム・フラワーアレン
ジメント＝５月14日㈰　④デコパージュでオリジ
ナルエコバッグ作り＝５月20日㈯　⑤親子でオリ
ジナル絵皿・マグカップのプレゼント作り＝５月
21日㈰　⑥ガラス絵作り＝５月27日㈯
時①＝13時半～15時半　②③⑤⑥10時～正午　④
＝10時～11時半
定①＝15人　②③⑥＝10人　④＝８人　⑤＝６組
（いずれも先着順）
料①＝1,800円　②③＝2,500円　④＝1,500円　
⑤＝１人当たり千円　⑥＝1,200円
申４月15日㈯９時から☎か窓口で

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　　　令和６年度市職員採用候補者
職員課人事係　☎22－7403

　　来年度市職員採用候補者試験を実施します。
　各職種の試験日程や募集人
　数、受験資格など詳しくは、
　市ホームページをご覧くだ
　さい。

日

日
時 対
定
申
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けんこうQ&A 循環器科①形 成 外 科 医 療 録 ①
　
形
成
外
科
と
い
う
科
は
、
標
榜
診
療
科

と
し
て
は
新
し
い
科
で
す
が
、
医
学
の
歴

史
を
な
ぞ
ら
え
て
み
る
と
、
医
学
の
本
流

の
一
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
行
為
の
目
的
は
「
治
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
「
戻
す
」
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
け
が
や
病
気
で

失
わ
れ
た
外
観
を
で
き
る
か
ぎ
り
「
戻

す
」
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
よ
り
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
医
学
の
発
達
に
よ
り
、
そ

う
し
た
技
術
や
経
験
を
系
統
化
さ
せ
て
近

代
の
形
成
外
科
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
形
成
外
科
の
文
字
に
は
耳
鼻
咽
喉

Ｑ
　
心
不
全
と
は
、
ど
ん
な
病
気
で
す

か
？

Ａ
　
心
不
全
と
は
、
心
臓
が
悪
い
た
め
に
、

息
切
れ
や
む
く
み
が
起
こ
り
、
だ
ん
だ
ん

悪
く
な
り
、
生
命
を
縮
め
る
病
気
で
す
。

い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
治
ら
な
い
、
い
わ

ば
不
治
の
病
と
も
言
え
ま
す
。

　
寿
命
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
が
ん

な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
る
５
年
生
存
率
に
関

し
て
は
、
心
不
全
は
50
％
程
度
と
言
わ
れ

て
お
り
、
す
い
臓
が
ん
な
ど
に
匹
敵
す
る

悪
さ
で
す
。

Ｑ
　
な
ぜ
心
不
全
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　
生
活
習
慣
の
改
善
や
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
人
類
の
寿
命
は
延
伸
し
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
加
齢
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
問
題
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
心
不
全

も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
高
齢

者
の
増
加
に
伴
う
心
不
全
患
者
の
急
増

が
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
へ
の
負
担
（
社

会
保
障
費
の
増
加
）
を
助
長
さ
せ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
は

新
興
感
染
症
の
爆
発
的
流
行
に
な
ぞ
ら

え
、
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
っ
て
何
を
診
る
の
？

科
や
心
臓
血
管
外
科
な
ど
の
診
療
科
と

違
っ
て
、
具
体
的
な
臓
器
の
名
前
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
い
ま
だ
形
成
外
科
の
イ
メ
ー
ジ

を
抱
き
に
く
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
形
成
外
科
医
療
録
で
は
、
形
成
外
科
が

対
応
す
る
広
い
診
療
範
囲
を
一
年
に
わ
た

り
部
位
別
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

文
字
数
の
関
係
で
代
表
的
な
疾
患
を
掲
載

し
ま
す
が
、
中
に
は
専
門
性
の
高
い
疾
患

も
あ
り
、
受
診
先
の
医
療
機
関
で
の
治
療

と
な
ら
ず
他
病
院
へ
の
紹
介
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提供・問い合わせ
(一社)いわき市医師会
☎38－4201

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
あ
り
、

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
少

な
か
ら
ず
お
酒
を
口
に
す
る
機
会
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労

働
省
に
よ
れ
ば
１
日
当
た
り
チ
ュ
ー
ハ

イ
３
５
０
㎖
１
缶
ま
た
は
日
本
酒
１
合

が
適
量
と
さ
れ
ま
す
。
女
性
の
場
合
に

は
男
性
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
速
度
が

遅
く
、
さ
ら
に
そ
の
半
分
程
度
が
適
量

で
す
。
飲
酒
量
が
多
い
と
が
ん
や
肝
硬

変
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

　
あ
な
た
が
も
し
健
診
で
肝
機
能
の
異

常
を
指
摘
さ
れ
た
と
き
、
ご
自
身
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
良
い
き
っ
か
け
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
「
ま
だ
自
分
は
大
丈
夫
、
関

係
な
い
」
と
放
置
さ
れ
る
方
が
中
に
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
お
仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で

な
か
な
か
飲
酒
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
も
し
か
し
た
ら
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
予
備
軍
か
も
し
れ
ま
せ

隠
れ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
ご
注
意
を

ん
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
予
備
軍
を
探
す
方

法
と
し
て
「
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
飲
酒
の
頻
度
や
１
回
の
飲
酒
量
、
一

度
に
大
量
飲
酒
し
て
い
な
い
か
、
迎
え

酒
を
し
た
経
験
、
飲
み
始
め
る
と
量
を

自
制
で
き
な
い
、
飲
酒
後
の
罪
悪
感
や

自
責
の
念
を
抱
い
た
経
験
、
飲
酒
に
よ

り
前
夜
の
出
来
事
を
思
い
出
せ
な
い
、

な
ど
い
く
つ
か
の
質
問
項
目
か
ら
構
成

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
女
性
の
場
合
、
１

回
で
チ
ュ
ー
ハ
イ
１
缶
だ
と
し
て
も
週

４
回
以
上
飲
ん
で
い
れ
ば
危
険
な
飲
酒

量
に
該
当
し
ま
す
。
定
期
的
に
お
酒
を

飲
む
習
慣
の
あ
る
方
は
、
こ
れ
を
機
に

ネ
ッ
ト
で
「
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
を
検
索
し

自
分
が
該
当
し
て
い
な
い
か
調
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
も
し
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
原
因
に

精
神
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
一
度
身
近
な

医
療
機
関
で
相
談
し
て
み
て
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
・
相
談
や
こ
れ
ま
で
の
掲
載
内
容
は
、
医
師
会
事
務
局
へ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L  h

ttp
s
://w

w
w
.iw
aki.o

r. jp

）

「
心
不
全
」
を
理
解
し
、
防
ぎ
、
守

り
、
共
に
生
き
る
た
め
に
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と

オ

ー

デ

ィ

ッ

ト

ひ
ょ
う
ぼ
う



休
日
当
番
医
な
ど
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地域医療課　☎27－8572
●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　●
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
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休日当番医など休日当番医など（４月１日～５月15日）

※ＮＨＫのデータ放送でも確認できます。テレビのリモコンの「ｄボタン」
　を押し「生活情報」から「市町村からのお知らせ」を表示してください。

【内科】

常磐病院（常磐上湯長谷町）
９時～15時　　　　　　　　 　☎81－5522

【泌尿器科】

【眼科】
中央台たなか眼科（中央台高久）
９時～14時　　　　　　　　 　☎29－1722

５月
４月 ９日、30日

14日

４月 ２日、９日、16日、23日、30日
３日・４日、７日、14日５月

４月 ２日、９日、16日、23日、30日
７日、14日５月

【耳鼻科】
あかいけ耳鼻咽喉科クリニック（郷ケ丘）
９時～17時　　　　　　　　 　☎29－5333
４月 29日
ごらい耳鼻咽喉科（内郷小島町）
８時45分～13時　　　　　　　☎85－5031
５月 ５日

須田医院（小島町）
８時30分～12時　　　　　　　☎27－6060

５月 ４日

ニュータウン腎・内科クリニック（中央台高久）
９時～12時　　　　　　　　　☎46－0606

※休日当番医の場合は、左
　表に記載しています。休日 診療協力医

※変更となる場合がありますので、事前に当番医
　療機関または消防テレホンガイド（☎23－011
　9）へお問い合わせください。市ホームページ
　でも公開していますので、ご覧ください。

休日夜間急病診療所【内科・小児科】
総合保健福祉センター隣　☎27－1208
平日：20時～23時　土曜日：19時～23時　
日曜日：14時～18時、19時～23時　
祝日：９時～13時、14時～18時、19時～
23時
※患者・医療従事者間における新型コロナウイルスの感
　染拡大防止のため、同感染症・インフルエンザの検査
　は実施していません。
休日救急歯科診療所
総合保健福祉センター内　☎27－8620
日曜日、祝日：９時～12時、13時～16時
（受付終了時間15時30分）
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平 作 町
小 名 浜 林 城
佐 糠 町
常 磐 白 鳥 町
泉 玉 露
植 田 町
常 磐 湯 本 町
平 作 町
小 名 浜 西 町
錦 町
常 磐 関 船 町
泉 滝 尻
錦 町
常 磐 関 船 町
小名浜南富岡
植 田 町
常磐上湯長谷町
内 郷 宮 町
小 島 町
小 名 浜 大 原
錦 町
草 木 台
鹿島町下蔵持
植 田 町
常 磐 西 郷 町
内 郷 宮 町
小名浜岡小名
錦 町
草 木 台
小 名 浜 林 城
中 岡 町
常磐上湯長谷町
内 郷 宮 町
平 作 町
中 之 作
植 田 町
常 磐 湯 本 町
泉 町
錦 町
常 磐 湯 本 町

郷 ケ 丘

小名浜岡小名

鹿 島 町 久 保

植 田 町

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

山口医院
石井脳神経外科・眼科病院
矢吹病院
大樂クリニック
くさのクリニック
櫛田病院
いわき湯本病院
山口医院
中山クリニック
呉羽総合病院
箱崎医院
おざかクリニック
こうじま慈愛病院
織内医院
磐城中央病院
森のこどもクリニック
常磐病院
高坂脳外科クリニック
須田医院
中村病院
呉羽総合病院
かもめクリニック
かしま病院
すけがわ内科クリニック
せき整形外科クリニック
高坂脳外科クリニック
小名浜生協病院
いわぶちクリニック
いわき草木台総合クリニック
石井脳神経外科・眼科病院
クリニック田畑
常磐病院
高坂脳外科クリニック
山口医院
中山医院
櫛田病院
そえだ医院
クリニック阿部
こうじま慈愛病院
いわき湯本病院

24－1811
58－3121
63－1818
85－5916
56－1060
63－3202
42－3188
24－1811
73－1112
63－2181
42－3131
56－8777
63－5141
44－1133
53－3511
38－7227
81－5522
85－0333
27－6060
53－3141
63－2181
28－1010
58－8010
77－0710
84－9905
85－0333
53－4374
63－1501
28－1145
58－3121
63－1476
81－5522
85－0333
24－1811
55－8141
63－3202
68－6155
85－5801
63－5141
42－3188

休日 当番医

※この他にも休日に診療している医療機関がありますの
　で、あらかじめかかりつけの医療機関などで確かめて
　ください。
※診療の受け付けは、診療終了時間の30分前までとなり
　ます。

2日

16日

23日

14日

やまぎわこどもクリニック   

こんない子供クリニック   

しがこどもクリニック   

森のこどもクリニック   

28－8686

73－8815

58－5505

38－7227

※症状によっては、専門外となる場合もありますので、
　不明な場合は、当番医療機関へお問い合わせください。

☎024－521－3790または
♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

県こども救急
電話相談

☎024－524－3020または
♯7119（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　24時間対応

県救急電話
相談

日曜 小児専門当番医 9時～12時
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東日本大震災から12年

募集

内容

みん なの

　本市出身の作家・吉野せいの輝かしい文学業績を記念し
て、新人の優れた文学作品を顕彰する「吉野せい賞」の応
募作品を募集します。
　　　①部門＝創作（小説・童話・戯曲）、文芸評論、ノ
ンフィクション　②規格＝400字詰め原稿用紙を使用する
場合は15～100枚以内、またはパソコンを使用する場合は
40字×40行で５～29枚以内
　　　　　　　同課、各支所・公民館・図書館などに備え
付けの応募用紙（市ホームページからも入手可）に必要事
項を記入し、作品２部を添えて、〒970－8686　文化交流
課へ（直接持参も可）
　　　　　４月３日㈪～８月３日㈭必着

文化交流課文化振興係　☎22－7544

第46回吉野せい賞作品

○ふれあい交流館min-nanoを開館
　観光案内や自転車の無料貸し出し、自転車
チャレンジ企画などを行います。
　　　４月～７月、９月～11月の土・日曜日、
祝日
　　　９時～16時
　　　　川前町川前字中ノ萱79（JR川前駅前）
○川前地区の魅力を発信
　川前地区の魅力を市公式
YouTubeで発信していま
すので、ぜひ、ご覧くださ
い。

地域振興課中山間・沿岸地域係
☎22－7415

ふれあい交流館min-nanoを開館
など

○ワクチン接種コールセンター　
　☎0120－053－500（９時～17時）
○受診・相談センター　
　☎0120－567－747
　（24時間）

　５年ぶりに開催されたいわきサンシャインマラソン。潮風香るコースを楽しむランナーの皆
さんと、応援するボランティアの皆さんのすてきな表情をお届けします。

　災害情報や避難情報など
を登録された方にメール配
信します。災害に備えて登
録をしましょう！

防災メール

詳しい登録
方法はこちら

特設サイト▶

―コロナ関連問い合わせ先―
いわき市公式SNS

市ＨＰより各種ＳＮＳの
登録・フォローができます

表紙紹介

ライン フェイスブック ユーチューブツイッター
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東日本大震災追悼慰霊献花式（３/11・道の駅よつくら
港）

令和５年市東日本大震災追悼式（３/11・アリオス）

東日本大震災久之浜・大久地区追悼慰霊行事（３/11・
久之浜防災緑地）

3.11ふくしま追悼復興祈念行事キャンドルナイト（３/
11・岩間防災緑地「きみと」）

申し込み方法

申込期間

とき　

時間
ところ


